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【緒言】量子ビームの線量を定量化するために用いられている材料の 1 つとして、線量を蓄積し

た後に外部刺激によって線量の読み出しをおこなうドシメータが挙げられる。ドシメータ材料と

して実用に供されている個人線量計用ガラスバッジは、銀添加リン酸塩ガラスにおけるラジオフ

ォトルミネッセンス（RPL）[1-3]を利用している。この RPL 機構は、ガラス中に存在する Ag+が

放射線照射により、Ag0 と Ag2+へ価数変化し、この生成した銀種の濃度に比例した発光により、

照射線量が定量できるとされている[3]。しかしながら、それぞれの Ag 種の存在は、ESR、およ

び、発光スペクトルから類推されているのみであり、実際の Ag 種の定量的な変化に関しては未

知の部分が多い。そのため、エックス線吸収端近傍構造(XANES)を用い、Ag 種の定量的な評価を

試みた。我々は、X 線照射時に Ag 種が価数変化するドシメータの特性を鑑みて、まず、照射量

に依存したスペクトル変化を評価すべきであると考え、同一試料の同一箇所を複数回測定し、X

線照射量に依存したスペクトル変化を検討した。 

 

【実験】試料は、千代田テクノル社で個人用放射線ガラスバッジとして用いられている銀添加リ

ン酸塩ガラスを用いた。SPring-8 BL14B2 にて Ag K 端を、SAGA-LS BL11 にて Ag L3端の XANES

測定をおこなった。なお、標準試料としては、銀ホイル、Ag2O、および AgO を用いた。Ag K 端

XAFS 測定においては、透過法の測定のため、銀添加リン酸塩ガラスと同組成のガラスを、溶融

急冷法を用いて作製し、測定をおこなった。XANES スペクトルの解析には、Athena[4]を用いた。 

 

【結果と考察】Ag K 端 XANES スペクトルにおいて

は、Ag ホイル、および、Ag2O がほぼ同様の吸収端エ

ネルギーを与え、その価数の議論を行うことが困難で

あった。同様に、試料の Ag K 端 XANES スペクトル

からは、Ag の価数に関する決定的な結果は得られな

かった。また、X 線照射により色中心の生成が確認さ

れたにもかかわらず、長時間にわたる測定後において

も、明瞭なスペクトルの変化は確認できなかった。 

 一方で、Ag L3 端 XANES スペクトルにおいては、

Ag2O、AgO、および Ag ホイルとの間に明瞭なスペク

トルの差異が確認された。また、同一試料、同一箇所

を複数回測定した結果、図１に示すように、長時間の

照射よって、新しい吸収帯が確認され、一定時間照射

後にその強度が飽和する現象が確認された。 
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Fig. 1 Ag L3 edge XANES spectra of Ag-doped 
RPL glass badge after different radiation duration. 
The XANES spectra of the references, AgO, Ag2O 
and Ag foil are also shown for comparison. 
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